
「健康食品の表示に関する検討会」論点整理の概要

①特保の表示許可制度
・再審査手続を開始するか否かの判断基準

の明確化

・許可を一時停止できる仕組みなど、新たな
制度設計のあり方

②健康食品の表示の効果的な規制や
適切な情報提供の仕組み

・健康増進法・食品衛生法と景品表示法の連携
による執行力の強化、制度の拡充

・食品表示に関する一元的な法体系のあり方
の検討と整合性をとりつつ、食品の機能性
表示をめぐる制度の見直し

・消費者からの相談を受け付ける体制の整備

・消費者にアドバイスできる専門家の養成や
情報を集約・提供する体制の整備

消費者庁において早急に対応すべき方策 消費者委員会において更に議論

消費者庁では、昨年１１月より「健康食品の表示に関する検討会」を開催し、

● 健康食品の表示の現状の把握及び課題の整理 ●特定保健用食品等健康増進法に基づく特別用途食品の表示制度のあり方
● いわゆる健康食品の表示の適正化を図るための表示基準及び執行のあり方

等を検討項目として議論。

検討項目

論点整理の概要

①特保の表示許可手続の透明化
・審査に必要かつ十分な試験デザインの枠組みを提示
・公表すべき情報の範囲や審査の基準を統一
・特保の新たな規格基準の策定を検討

②許可後に生じた新たな科学的知見の収集
・事業者に科学的知見を定期的に取りまとめて報告させ、必要に応じて表示内容の変更を求める

③保健の機能を適切に伝える表示・広告方法
・摂取対象者や期間が記載されるよう、表示方法を改善
・許可表示を超える広告の変更を求めるなど、特保の広告に係るガイドラインを作成

(1) 特保の表示許可制度

①虚偽・誇大な表示・広告規制の効果的な執行
・虚偽・誇大な表示や広告の具体例を明らかにするなど、ガイドラインを作成
・インターネットにおける虚偽・誇大広告の監視を強化
・健康増進法及び景品表示法の連携を強化し、事業者名の公表を含め厳正に対処

②関係部局・団体との連携促進
・薬事法を所管する厚生労働省との連携や地方レベルでの担当部局の連携を促進
・事業者・メディア団体の審査の参考となるよう、モデル条項を策定

③一定の機能性表示を認める仕組みの研究
・新たな成分に係る保健の機能の表示を認める可能性について研究

(2) 健康食品の表示・広告規制

さらに検討が必要な
制度的な課題
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